
 

                                                                                                                              

 朝夕の冷え込みが一段と厳しい季節になりました。空気が乾燥し感染症の流行もあ

るので健康管理には十分に注意した保育を心がけていきたいと思います。 

多少風が冷たくても、お散歩に出かけて体を動かし、ポカポカと体が暖かくなる体験 

を積むことで、夏の暑さにも耐えられる体づくりを心がけたいと思います。 

・たかくなれひくくなれ・くまのこちゃん 

※反射運動、ジャンプ、手足のコントロール 

・うれしいひなまつり  

・雪のペンキやさん  

・ありがとうの花・豆まき 

・アンパンマン体操 

・エビカニ体操 
歌 

ひよこさん（0 歳児） 

【低月齢児】◎特定の保育者に 

見守られて安心して過ごす。 

【高月齢児】◎日々の生活の中や 

遊びの中で言葉が結びつくように心がけていく。 

※いただきます、ごちそうさまを身振りを揃えて行う等 

りすさん（1 歳児） 

・汚れたり鼻が出たりすると、保育者に知らせて介助してもらい 

きれいになる心地よさを知る。 

うさぎさん（2 歳児） 

・役割を持ったごっこ遊びを楽しむ。 

・「何？」という好奇心を大切にして 

応答的な関わりを持てる配慮をする。 

体操  

火事の 

ひなんくんれん 

♪リトミック♪ 3 日（月）豆まき 

18 日（火）身体測定 

19 日（水）避難訓練 

 毎月の様々な避難訓練の体験により、安全に生活するには 

どうしたら良いか？を体感的に理解できている傾向にあるようです。 

（特に 2 才児）。※写真は地震の避難訓練です。 


